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阪神淡路大震災から２７年が経ち、1月１７日には本校でも避難訓練と追悼集

会を行いました。当然、子どもたちは震災後に生まれた児童ばかりです。また本

校職員の中にも震災を知らない世代がいます。神戸の東遊園地での追悼行事では

震災の教訓を忘れないようにという願いを込めて「忘」という文字が灯りまし

た。 

１９９５年、私は卒業式を２回経験しました。一回は勤務していた西脇南中学校で担任していた３年生を送り出す卒業

式。もう一回は、神戸のある小学校でのボランティア活動中に迎えた卒業式です。卒業式の前日からボランティア活動をし

ましたが、その学校の体育館は避難されている方でいっぱいでした。また、教頭先生はその数日間、家には帰らず避難所運

営で学校に泊まっておられました。教頭先生には、「明日は卒業式ですから家に帰られて、風呂に入って明日の卒業式を迎

えてください。」と声をかけさせていただきました。体育館に避難されている方々には、「卒業式は体育館で行われるの

で、明日の朝には荷物を移動させておいてください。」とお願いしながらも、本当にこれだけの荷物が片付くのか疑問を抱

きながら前日の夜を過ごしました。 

卒業式当日の朝８：００に体育館に行くと、前日までの荷物がすべて片付いており、驚きと感動を覚えました。そんなこ

とがあった卒業式、卒業生が退場する場面がきました。すると玄関付近に、避難されていた方々から卒業生一人ひとりに小

さな花束が贈られました。 

この温かい光景に涙したことを今も鮮明に覚えています。 

 

 

 

 

本校では、例年、年４回リサイクル活動（廃品回収）を行っています。毎回、地域の皆様のおかげで再生資源がたくさん

回収でき、その収入を畑周りの電気柵や社会見学旅行のバス代等に充てることができました。ご協力に感謝申し上げます。 

 さて、第４回ＰＴＡリサイクル活動を２月５日（土）に実施いたします。当日は学芸会も実施しますので、午前 11時半頃

から回収することになります。今年度最後の回収となりますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

１９９５年の卒業式 

ＰＴＡリサイクル活動のお礼とお願い 

学校長  



２月のこよみ         

月 火 水 木 金 土 日 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 登校指導 14:40下校 里山整備 集金日 

14:40下校 

学芸会 

リサイクル活動 

14:00下校 

 

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ 

振替休業日 かるた大会 ミライエ読み聞かせ 

学習クラブ 

15:10下校 

４年県庁見学 

 

 

建国記念の日   

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ 

委員会活動  14:40下校 ６年体験入学 

（午後） 

   

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ 

  天皇誕生日 児童会役員選挙  参観日 

音楽発表会 

14:00下校 

 

２８  

振替休業日 

 

２６日（土）参観日の日程 

・9:00～ 授業参観 ・10:00～ 音楽発表会  ・14:00 一斉下校 

※弁当が必要です。後日、保護者の方にはお知らせを配布します。 

 

 

 

 
 ２７年前の１月１７日阪神淡路大震災が起こりました。震災でお亡くなりになられた方を追悼するとともに、震災で培わ

れた「支えあう心」や「思いやり」の大切さを次世代へ語り継いでいくため、本校でも毎年訓練や集会を行っています。 

避難訓練は、自ら命を守る行動がとれるように、休み時間に実施しました。児童はパニックになることなく、「おさな

い・はしらない・しゃべらない・もどらない」を意識して避難できました。 

追悼集会は、阪神淡路大震災を振り返るだけでなく、南海トラフ地震についても学習しました。さらに、災害に備えるた

めに、非常持ち出し袋の中身を考える活動に取り組みました。これらの活動を通して、災害に対して備えることの大切さを

感じ取っているようでした。 

 

 

・地震の時に、必要で用意しておかないといけないものがわかりました。しっかりと備えておきたいです。 

・改めて考えてみて、ウェットティッシュや２つ以上の使い道があるものや食料をあまり準備していないので、家族で考え 

たいです。 

・今日をきっかけに、非常持ち出し袋の中を考えて、もしものときに備えておきたいです。 

・人それぞれ防災バッグに入れる物が違うことが分かりました。災害に備えることが大事だと改めてわかりました。 

・家の人としっかり考えて、いつ地震が起きてもいいようにしたいです。 

・色んな使い道のできるものを選ぶと、袋の中も少なくていいと思いました。 

 

 

 

 

児童の感想から 

コロナウイルス感染拡大防止のため、予定は変更になる場合があります。ご了承ください。 

避難訓練（地震）・追悼集会 


